
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

Q2. 親子で、よく遊びに行く場所はどこですか。 

Q1.のびすく仙台で実施している事業で 1 回でも参加又は

利用したことがあるものはどれですか。（複数回答有） 

Q3. 父親がのびすくを利用したことはありますか。 

「のびすく館内アンケート」  

昨年 12月、のびすく仙台館内で「利用者アンケート」を実施しました。ご協力いただいた皆様、ありがとうご

ざいました。いただいたご意見は、今後の施設運営の参考にさせていただきます。 

今後とものびすく仙台をどうぞよろしくお願いいたします。 

アンケート結果の一部をご紹介します。 

 

Q4. コロナ禍での子育てで思うことはありますか。 

 遊ばせる場所が少ない。 

 のびすく等の施設が予約制になり、使いにくい。 

 県外の実家に帰りにくい。 

 家にいることが多く気が滅入る時がある。 

 なかなか友達ができにくい。 

 同じくらいの子とふれあう機会がなくてさみしい。 

 どうしても孤独になってしまう 

 食事を外でなかなかできず、ママ友と一緒に出掛けられ

ない。 

 第一子なので、コロナ禍でない子育てがわからない。 

 マスクのない人の顔、表情を子どもに見せたい。 

 児童館やのびすくに行けない時期は大変だったが、再開

してくれて、感染対策をして今利用させてもらえてとても

良い。 

 

61

54

はい

いいえ

のびすく仙台 イベント報告 
 

11/17（水）親子でおでかけ in 西公園 
【共催】西公園プレーパークの会 

 

はいと答えた方には、ひろばやイベントにパパと一緒に参

加される方が多く見られました。 

 

12/8(水)グループ相談 

「乳幼児の病気とけがについて」 
講 師：岡崎 草代夏さん 

（仙台青葉学院短期大学看護学科小児看護学助教） 

 

 

 冬に近づき、西公園内の地面は枯れ葉と落ち葉で出来た

ステキなじゅうたんが広がっていました。散策前に、お散

歩のコツをプレリーダーから教えてもらいスタート！ 

 木の幹をはがしてみたり、集めた枯れ葉を触って音や感

触を楽しんだり、色々な発見がありました。子どもたちの

興味や関心に合わせて、好きな場所で散策を楽しみなが

ら、見つけた石や葉っぱ、松ぼっくりなどを袋に入れて持

ち帰りました。 

 「たくさん体を動かして 

楽しかった」「気持ちいい 

自然に癒されました」との 

声があり、自然とのふれあ 

いを感じられる 1 日となり 

ました。 

 子どもの病気や起こりやすい事故、その時の対応につい

てお話していただきました。 

また、冬に流行するウイルスや嘔吐処理の仕方の実践もあ

り、「分かりやすかった」との声も聞かれました。 

コロナ禍の子育てに関して、ここではご紹介できないくらい

たくさんのご意見をお寄せいただきました。なかでも、遊び

に行く場所が少ない、というご意見が多く目立ちました。 

 

親子でよく遊びに行く場所は公園が１番多かったです。その他の

中には八木山動物公園・交通公園・仙台国際センター・こども園な

どがありました。 
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○お子さんの具合の観察について 

子どもがけがをしたときは子どもの様子 3K（機嫌・活

気・顔色）を観察することがポイントです。日頃からお

子さんを見ているお母さんの感覚を大切にして、心配な

時やいつもと様子が違うときは受診をしましょう。 

 


